


No エリア 所属・役職 氏名 主な活動地域 アドバイス分野 ページ

1 全国
富山大学 地域連携推進機構地域連携戦略室 講師（～ H30（株）日本能率協会総
合研究所 社会政策研究部 公共政策研究チーム 主幹研究員）

塩見 一三男 全国 1

２

北海道

一般社団法人北海道開発技術センター 調査研究部 上席研究員 小西 信義 北海道 1

3 国際スポーツ雪かき選手権実行委員 実行委員長 松代 弘之 北海道小樽市 2

4 北海道教育大学旭川校 堤 拓哉 北海道 2

５ 防災士（元 （福）上富良野町社会福祉協議会 事務局長） 菊池 哲雄 北海道上富良野町 3

6

東北

弘前市防災マイスター連絡会 事務局長 佐藤 光麿 青森県弘前市 3

７ 鶴岡市三瀬地区自治会 顧問 石塚 慶 山形県鶴岡市 4

８ 日向コミュニティ振興会 事務局長 工藤 志保 山形県酒田市 4

９
大石田町除雪ボランティアセンター 地域連携室 室長
尾花沢市除雪ボランティアセンター広報部 会長

二藤部 久三 山形県大石田町・尾花沢市 5

10 特定非営利活動法人まちづくりいいで 事務局長 遠藤 芳昭 山形県飯豊町 5

11

関東

社会福祉法人榛東村社会福祉協議会 事務局長 小野関 芳美 群馬県榛東村 6

12 Nukiito 代表／榛東村社会福祉協議会（元 （福）前橋市社会福祉協議会） 髙山 弘毅 群馬県榛東村 6

13 社会福祉法人片品村社会福祉協議会 千明 長三 群馬県片品村 7

14

中部

特定非営利活動法人中越防災フロンティア 理事(株式会社興和) 木村 浩和 新潟県 7

15 公益社団法人中越防災安全推進機構 地域防災力センター長 野村 祐太 新潟県 8

16 公益社団法人中越防災安全推進機構 地域防災力センターコーディネーター 野村 卓也 新潟県 8

17 鬼無里地区住民自治協議会 事務局長 吉田 廣子 長野県長野市 9

18

関西
・
中国

LOCALISM LAB.  代表 井岡 仁志 滋賀県・広島県ほか 9

19 飯南町谷自治振興会 スノーレンジャー谷 澤田 定成 島根県飯南町 10

20 赤名自治振興協議会 大坂 俊光 島根県飯南町 10

21 社会福祉法人安芸太田町社会福祉協議会 福祉推進課 課長 戸田 佑樹 広島県安芸太田町 11

人材育成 組織づくり 広域連携 安全対策 その他
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富山大学 地域連携推進機構
地域連携戦略室 講師
（～H30（株）日本能率協会総合研究所 社会政策
研究部 公共政策研究チーム 主幹研究員）

塩 見 一 三 男 shiomi isao

主な活動地域／ 全国

• 平成25～30年度「雪処理の担い手の確保・育成のための克雪体制支援
調査事業」の活動を支援してきましたので、多数の事例との比較を通
して、当該地域の活動についてアドバイスできます。

• また、持続可能な活動とするための仕組みや、除雪を通じた地域再生
の仕組みについてもアドバイスが可能です。

• 国土交通省「雪処理の担い手の確保・育成のための克雪体制支援調査
事業」の活動団体への各種アドバイス （平成25～30年度）

• 広島県北広島町社会福祉協議会「克雪体制づくり研修会」（令和2年
度）

• 富山大学公開講座「雪かきが地域をつくる」（令和4年度）
• 富山県民生涯学習カレッジ高岡地区センター主催講座 雪と人と富山
暮らし「雪かきで地域づくり！？」（令和4年度）

• 富山大学「共助による地域除雪を考えるフォーラム」（令和4年度）

もし、何からはじめてよいか悩まれているのでしたら、まずはご相談下
さい。対話の中からヒントは見えてきますので！

人材育成 組織づくり 広域連携 安全対策 その他

一般社団法人北海道開発技術センター
調査研究部 上席研究員

小 西 信 義 konishi nobuyoshi

主な活動地域／ 北海道

• 雪作業の担い手育成・コーディネーターの養成等
• 除雪ボランティア等による体制づくり/地域の除排雪体制の構築
• 広域からの除雪ボランティア受け入れ体制の構築等
• （その他）
     企業によるCSR事業を兼ねた除雪ボランティア等の体制づくり

• 広域からの除雪ボランティア受け入れ体制の構築等
• 除雪技術講習会講師（平成26年1月当別町・平成27年2月当別町）
• 道内企業社員へのコーディネーター養成講師（平成27年11月札幌市）
• 屋根雪下ろし講習会講師（平成29年1月更別村社会福祉協議会）
• 屋根雪下ろし講習会講師（平成30年12月滝川労働基準監督署）

たくさんの雪かき仲間に恵まれ、たくさんの雪問題を勉強させていただ
きました。雪かきのコツから屋根雪下ろしの安全対策、特に雪かきを
きっかけとした地域の共助体制づくりについて、お気軽にご相談くださ
い。「雪掻き」が「幸掛き」に。雪国の暮らしをハッピーにするため、
みんなでがんばりましょう。

その他／CSR
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国際スポーツ雪かき選手権実行委員会
実行委員長

松 代 弘 之 matsushiro hiroyuki

主な活動地域／ 北海道小樽市

• 札幌学院大学にて非常勤講師を務めていることもり、大学生が主体と
なって町内会や学校を巻き込み、「スポーツ雪かき」を通して地域コ
ミュニティを活性化させる手法を確立しています。また、自治体や社
会福祉協議会と連携して「スポーツ雪かき」に参加した子供たちを雪
かきの担い手として育成する計画も進めています。

• 雪かきなどの社会福祉活動を通して少子高齢化が進む地域でコミュニ
ティを再生するためのアドバイスや、自治体と住民が協働で克雪体制
を築くためのアドバイスができます。

ー

地域が抱える課題や問題点についてヒアリングさせていただき、一緒に
解決策を考案しましょう。

人材育成 組織づくり 広域連携 安全対策 その他

北海道教育大学旭川校

堤 拓 哉 tsutsumi takuya

主な活動地域／ 北海道

• 雪下ろしの安全対策に関してはアドバイス実績が豊富です。自治体の
除排雪対策に関する審議会の経験や住まい建築物の雪対策に関する知
見を有しています。防災士でもありますので、防災に関するアドバイ
スも可能です。

• 雪下ろしの安全対策に関する講習会の講師
（下川町、上富良野町、岩見沢市、旭川市など）

• 屋根雪セミナーの講師
（札幌市、旭川市、上富良野町、下川町など）

雪に関するお困りごとがあれば何でも相談に乗ります。

その他／防災
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防災士
元 （福）上富良野町社会福祉協議会 事務局長

菊 池 哲 雄 kikuchi tetsuo

主な活動地域／ 北海道上富良野町

• 雪下ろし中の死亡・怪我など事故防止について
• 安全を確保する道具の準備や使い方について
• 除雪や雪下ろしの安全啓発について

• 地域内(町内)へ向けた安全啓発紙芝居の作成
• 令和2年度 「スノーバスター研修会」にて、ボランティアに対し屋根
雪下ろしの安全対策の指導（令和3年1月）

安全な屋根雪下ろしで、楽しい春を迎えましょう。屋根には上にも軒下
にも、危険がいっぱいです。家族の人などの見守りが、寒い中大変です
がとても大切です。

その他／
地域内での各団体や
企業との連携

人材育成 組織づくり 広域連携 安全対策 その他

弘前市防災マイスター連絡会事務局長

佐 藤 光 麿 sato mitumaro

主な活動地域／ 青森県弘前市

• 公助・共助・自助の視点からの克雪活動
• 大学ボランティアセンターと地域連携による除雪ボランティアの体制
づくり

• 令和4年3月 あおもり雪国懇談会『克雪シンポジウム』にて事例発表
                 「大学ボランティアセンターと地域連携による除雪ボラン

                       ティアの体制づくり」
・令和4年11月 富山大学『共助による地域除雪を考えるフォーラム』

にて事例発表「大学生を巻き込んだ除雪ボランティア活
                      動」

「だって、ここは私たちのまちだから」を合言葉に、豪雪を災害と捉え、
地域がウィンウィンとなる克雪コミュニティーづくりに猛進します。ま
た「大学生を巻き込んだ除雪ボランティア活動」について、アドバイス
やお手伝いができます。

その他／
大学におけるサーク
ルづくり
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人材育成 組織づくり 広域連携 安全対策 その他

鶴岡市三瀬地区自治会顧問

石 塚 慶 ishiduka kei

主な活動地域／山形県鶴岡市

• 除雪と地域コミュニティ保持の関係性
• 他地域とつながることによる地域活性化、地域の担い手確保
• 効率的な有償ボランティアの組織づくり

• 平成26年 岩手県滝沢市 上の山自治会
• 平成27年 山形県鶴岡市 黄金地区社会福祉協議会
• 平成29年 山形県鶴岡市 住民自治組織合同研修会
• 平成29年 秋田県大仙市 ゆきまちだいせん2017
• 平成30年 山形県酒田市 日向地区共助除雪シンポジウム
• 平成30年 北海道苫前町 苫前町内住民フォーラム
• 令和 2年 宮城県大崎市 社会福祉協議会主催の研修会にて、

                                                域内及び域外ボランティア活動の事例紹介
• 令和 5年 秋田県大館市 比内地区支えあいを考える勉強会
• 令和 5年 新潟県村上市 克雪活動講習会

除雪作業の深刻な担い手不足、若者の地域活動への参加、地域内での経
済循環、他地域との交流による関係人口作りなど自治組織が核となる施
策をお伝えします。
雪の課題にとどまらず、地方の地域に持続的に安心して暮らすお手伝い
ができれば幸いです。

その他／
「労力交換」等、
除雪と地域づくり

日向コミュニティ振興会 事務局長

工 藤 志 保 kudo shiho

主な活動地域／ 山形県酒田市

• 約100人が参加する広域交流ボランティア活動のマネジメント
• 水路マップづくりを通じた冬のリスク管理

• 平成28年度 福島県石川町地域づくり推進課「居場所づくり」と「地域支え合い除雪」
• 平成28年度 三沢市連合町内会「地域づくりWS」の紹介と

                                                                      「鶴岡市三瀬地区との労力交換」
• 平成30年度 福島県「地域ぐるみの除雪体制の整備、支援体制の構築」
• 平成30年度 島根県飯南町「日向ささえあいボランティアの実践」
• 平成31年度 島根県飯南町福祉会・自治振興会合同研修会
• 令和元 年度 克雪体制づくりフォーラムin青森
• 令和 2年度 宮城県大崎市社会福協議会主催の研修会にて、

                                                          域内及び域外ボランティア活動の事例紹介
• 令和 3年度 雪かきで地域が育つ交流会in山形
• 令和 4年度 富山大公開講座「雪かきで地域が育つ～防災から地域づくりへ」

「広域からの担い手受け入れ」
• 令和 4年度 雪国の安全・安心な地域づくりを考える意見交換会
• 令和 4年度 共助による地域除雪を考えるフォーラム

コミュニティセンター（＝旧小学校校舎）を拠点として、地域で暮らす
幸福感とは？を問いながら、雪問題も含めた様々な地域活動に取り組ん
でいます。特に、内外を巻き込んだ補い合う地域づくりを展開中。雪国
にイノベーションを！イノベーションは雪国から！！

その他／
つながりの支え合い
による地域づくり
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人材育成 組織づくり 広域連携 安全対策 その他

大石田町除雪ボランティアセンター
地域連携室 室長

尾花沢市除雪ボランティアセンター
広報部 会長

二 藤 部 久 三 nitobe kyuzo

主な活動地域／ 山形県大石田町、尾花沢市

• 人財、組織、連携、安全等どれでも対応可能

• 上山市、南陽市社会福祉協議会主催研修会講師
• 山形県主催「安全な雪下ろし」研修会講師
• 朝日町、庄内町有償ボランティア研修会講師
• 戸沢村除雪ボラセン大学生技術指導
• 米沢市、鶴岡市、大石田町 安全な雪下ろし講習会講師
• 朝日町、雪下ろし有償ボランティア普及事業 雪下ろし講習会講師
• 青森市 横内町会冬期通学路等除雪事業実行委員会講師
• 福島県市町村雪対策担当課会議講師
• 令和元年度 克雪体制づくりフォーラムin青森
• 山形県米沢市 西部地区住民に対して屋根雪下ろしの安全対策の指導（R3.1）
• 山形県尾花沢市 新規移住者に対して屋根雪下ろしの安全対策の指導（R3.1）
• 山形県最上総合支庁主催 安全な雪対策とは 講師（R4.1～）
• 鶴岡市温海振興局主催 雪下ろし講習会（R4、R5）
• 飯豊町雪下ろし講習会講師（R4、R5）
• 山形県主催 雪に負けないまちづくりセミナー講師（R5）
• 山形県長井市地域安全克雪方針策定業務（R5）

※その他、東北地方を中心にアドバイス実績あり

マニュアル作りより活動開始が一歩

その他／
屋根等の融雪装置の
研究開発

特定非営利活動法人まちづくりいいで
事務局長

遠 藤 芳 昭 endo yoshiaki

主な活動地域／ 山形県飯豊町

私が所属するNPO法人では、令和２~３年度の２カ年間、国交省の「雪処理の
担い手の確保・育成のための克雪体制支援調査事業」の支援を受け、担い手確保
と具体的な支援活動を行ってきました。
今日の人口減少、特に若者が減少している地域にあって、どのように地域の中

で除雪の支援組織を形成すべきかが大きな課題になっています。
NPO法人として「地域とのかかわり方、取り組みの内容、誰と（どこと）連携

しなければならないか」は最も大切なことでした。
これまでの取り組みを通じて、過疎中山間地域における高齢者世帯等の除雪支

援活動の事例等をお話することが可能です。

• 現在、本町では「飯豊町地域安全克雪方針」を策定するために、検討委員会を
設置しており、「克雪体制づくりアドバイザー」として参加しています。
NPO法人としての立場で、地域における支えあいの仕組みをつくる取り組み
について、地域の皆さんと共に考えています。

特に過疎・中山間地においては若者の減少が著しく、除雪のみならずこれまで構
築してきた「伝統文化」や「結い地域形成」「自然に対する向き合い方」などが、
著しく個人的な問題として社会活動では鈍化の方向に進んでいるように思います。
このことを地域全体で理解しあい、これからの地域づくりでは新たな支えあいの
仕組みを構築する必要があると思います。

その他／NPO法人
が行っている高齢者
世帯等の除雪支援



Nukiito 代表／榛東村社会福祉協議会
元 （福）前橋市社会福祉協議会

髙 山 弘 毅 takayama hirotaka

主な活動地域／ 群馬県榛東村

• 非豪雪地帯のドカ雪に対する対応
• 豪雪地帯と非豪雪地帯の交流・連携・ボランティアコーディネーショ
ン

• 日常の生活課題と雪を一体的に捉えた住民同士のたすけあい

• 平成29年度 西日本の共助による地域除雪を考える会議
• 令和 2年度 沼田市社協 克雪体制支援調査

間違いなくアドバイザー中、最も雪と親しんだ経験のない人間です。非
豪雪地帯で暮らす者ならではの視点で、豪雪地帯といろいろな人たちが
つながるお手伝いができたらと思います。

6

社会福祉法人榛東村社会福祉協議会
事務局長

小 野 関 芳 美 onozeki yoshimi

主な活動地域／ 群馬県榛東村

• 除雪活動と地域福祉活動を繋げるきっかけづくり
• 日頃の見守り活動から住民支え合いマップを活用した除雪体制ネット
ワークづくり（豪雨時や大雪時に対応する避難行動要支援者対策：個
別避難計画等）

• 除雪ボランティア活動の受入、住民受援力の向上

• 平成30年度 群馬県安中市・片品村 災害ボランティア養成研修
• 令和元 年度 広島県内豪雪地帯指定市町社協職員会議講師
• 令和 2年度 群馬県沼田市社会福祉協議会除雪講習会講師

地域住民の力は無限大です。除雪活動は地域課題であるが故に、地域住
民相互の助け合い活動（地域福祉活動）に繫がります。
除雪活動を地域づくりの核として活用しましょう。

人材育成 組織づくり 広域連携 安全対策 その他



特定非営利活動法人
中越防災フロンティア理事(株式会社興和)

木 村 浩 和 kimura hirokazu

主な活動地域／ 新潟県

「越後雪かき道場」の立ち上げから、全国各地での開催やのれん分け等
の経験を活かし、除雪作業の担い手育成や除雪安全に関する研修会の準
備から運営までサポートします。

• 全国各地での「雪かき道場」の開催支援
• 新潟県地域政策課とタイアップした雪下ろし研修会、除雪ボランティ
ア登録制度「スコップ」のスキルアップ講習会

外国人留学生等を対象に、英語で研修会もできます。

7

社会福祉法人片品村社会福祉協議会

千 明 長 三 chigira osami

主な活動地域／ 群馬県片品村

• 平成26年・27年の克雪体制支援調査を実施
• （除雪ボランティア「スノーバスターズ」の組織化をすすめ、共助に
よる除雪支援等）

• 越後雪かき道場から“のれん分け”を受け、上州雪かき道場を開催

• 平成26年2月 前橋大雪たすけあいセンターでの支援経験
• 平成30年度 群馬県安中市・片品村 災害ボランティア養成研修
• 令和 元年度 広島県内豪雪地帯指定市町社協職員会議講師
• 令和 2年度 みなかみ町社会福祉協議会及び建築業協会の連携に

よる除雪支援に係るコーディネーター
• 令和 5年度 福島県郡山市 除雪作業の講習会及び新規ボランティア
                        の発掘についての講習会の講師

関東唯一の「特別豪雪地帯」である群馬県片品村の出身です。
片品村社会福祉協議会は克雪体制支援や高齢者見守り支援等の取り組み
が認められ、令和４年防災功労者内閣総理大臣表彰を受賞させて頂きま
した。よろしくお願いします。

人材育成 組織づくり 広域連携 安全対策 その他



公益社団法人中越防災安全推進機構
地域防災力センターコーディネーター

野 村 卓 也 nomura takuya

主な活動地域／ 新潟県

• 雪下ろしの安全対策
• ボランティア受け入れ時の受援体制の構築

• 雪かき道場の開催

雪かきを通じて地域がボランティアを受け入れる受援力向上やボラン
ティアから気づかせられる地域の魅力が人を動かすのだと思います。地
域活性、地域づくり等、可能性は無限大です。どうぞ、よろしくお願い
いたします。

8

公益社団法人中越防災安全推進機構
地域防災力センター長

野 村 祐 太 nomura yuta

主な活動地域／ 新潟県

• 雪下ろしの安全対策
• ボランティア受け入れ時の受援体制の構築

• 雪かき道場の開催
• スキルアップ講習会 （除雪ボランティア：スコップ）

雪かきを通じて地域がボランティアを受け入れる受援力向上やボラン
ティアから気づかせられる地域の魅力が人を動かすのだと思います。地
域活性、地域づくり等、可能性は無限大です。どうぞ、よろしくお願い
いたします。

人材育成 組織づくり 広域連携 安全対策 その他



９

鬼無里地区住民自治協議会事務局長

吉 田 廣 子 yoshida hiroko

主な活動地域／ 長野県長野市

• 除雪作業の安全対策を地域に浸透させていく仕組みづくり
• 「除雪カルテ」の作り方

ー

鬼無里地区にとって邪魔者でしかない雪が、雪かき道場®をきっかけに
地区外に鬼無里を知ってもらうことができ、交流人口につなげることが
できて良かったと思います。事業を通して若者から後期高齢者と呼ばれ
る方まで、幅広い年齢層のスタッフが同じ地域の課題に取り組み、意見
を出し合い行動を起こすことができたことがとても良かったと思います。
除雪という技術を継承していくためにも、持続可能な取り組みになるよ
う関係するみなさんの協力が必要だと思います。今後ともご支援、ご協
力よろしくお願いいたします。

人材育成 組織づくり 広域連携 安全対策 その他

LOCALISM LAB. 代表

井岡 仁志 ioka hitoshi

主な活動地域／ 滋賀県・広島県ほか

• 組織づくり、広域連携などのネットワークづくり

• 群馬県榛東村社会福祉協議会、片品村社会福祉協議会「広域連携除雪
支援体制ネットワーク研修会」（平成29年1月）

集落を外に開き、多様な人や組織と積極的につながれば、雪の問題だけ
ではなく、様々な地域の可能性が広がります。



赤名自治振興協議会

大 坂 俊 光 osaka shunko

主な活動地域／ 島根県飯南町

• 男性による雪かきボランティアグループの結成
• 女性による雪かきボランティアグループの結成
• 雪かきと見守りの融合したボランティア活動の構築
• 雪かきボランティア活動から災害ボランティア活動への発展

• 令和3年度 島根県奥出雲町亀嵩地区スノータートルズ研修会

平成30年、昔は常であった隣近所での除雪の助け合いの気持ちを、新た
な形にしスタートしました。そして現在は、男女70名余りの会員が参集
し、雪かきと見守り活動を行っています。この活動は、地域の災害ボラ
ンティアの基盤となり、令和3年の豪雨災害では、雪かきボランティアの
多くが、災害ボランティアとして活躍しました。克雪体制の構築と継続
が、通年を通した地域の災害への備えにつながっていることを実感して
います。

10

飯南町谷自治振興会 スノーレンジャー谷

澤 田 定 成 sawada sadanari

主な活動地域／ 島根県飯南町

• 組織づくり

• 平成29年度 西日本の共助による地域除雪を考える会議

除雪の共助体制づくりを通して住民同士の助け合い・支え合いの気持ち
を育み、安心して暮らせる地域づくり活動を行うことで生涯生き生きと
この地で暮らすことができるような活動が広がっていくことを願ってい
ます。

人材育成 組織づくり 広域連携 安全対策 その他



11

社会福祉法人安芸太田町社会福祉協議会
福祉推進課 課長

戸 田 佑 樹 toda yuki

主な活動地域／ 広島県安芸太田町

• 平成30年度、令和元年度に克雪体制支援調査を実施。地域住民（自治
会）と行政、社協で役割分担し、広域から除雪ボランティア受け入れ
る体制の構築等

• 令和2年度 広島県北広島町社会福祉協議会 克雪体制づくり研修会
                   での社協職員向け説明会講師

過疎高齢化が進む山間集落において、「雪処理を切り口」に住民互助力
と外部からの支援を受ける受援力を高め、持続可能な集落づくりを進め
ていきたいと思っています。

人材育成 組織づくり 広域連携 安全対策 その他

国土交通省ウェブサイトには、克雪体制づくりのガイド
ブックや事例集などのお役立ち情報も掲載しております
のでぜひご活用ください。

国土交通省豪雪地帯対策ウェブサイト

http://www.mlit.go.jp/kokudoseisaku/chisei
/crd_chisei_tk_000010.html

http://www.mlit.go.jp/kokudoseisaku/chisei/crd_chisei_tk_000010.html
http://www.mlit.go.jp/kokudoseisaku/chisei/crd_chisei_tk_000010.html


■本件に関するお問合せ先
国土交通省 国土政策局 地域振興課 豪雪地帯対策担当
〒100-8918 東京都千代田区霞が関2-1-2 TEL／03-5253-8111（代表）

■運営事務局（R7年度）
一般社団法人 北海道開発技術センター調査研究部［ 担当：小西 ]
〒001-0011 北海道札幌市北区北11条西2丁目2-17セントラル札幌北ビル 3F
TEL／011-738-3363 MAIL／yukikaki@decnet.or.jp
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